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6人制バレーボールにおける戦法の

発展過程とその要因について
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畳一口緒

6人制バレーボールにおける試合内容の高度化は著しい。特に戦法の複雑化と更に，近来，

この様相をパレーポールが新種目と不可欠の条件として要求される。高さとスピードを絶対，

この戦法して採用された東京オリンピック当時と比較すると，隔世の感を抱かざるを得ない。

チームづくりの面において品，極めの発展過程とその要因を探求することは，今後の選手育成，

て重要であると考えられる。

法方n. 

(1972 ミュンヘンオリンピック戦法の発展過程とその必然的な要因を探求する方法として，

世界選手権ロワールドカップ日本大会(1977年)，年)，モントリオールオリンピック(1976年)，

世界選手権アルゼ、ンチン大会(1982年〉ワールドカップ日本大会 (1981年)，ーマ大会 (1978年)，

「体育研究所紀要」第19巻第 1号別記録方法については，の試合記録を中心に検討を加えた。

世界選手権(1982年〉

オープン攻撃を除いた主な攻撃の，使用率と成功率の記録

ワーノレドカップ(1981年)と，刷に発表しであるので省略する。また，

の2試合に，新らしい試みとして，

を加えた。

この目的は，各チームの戦法の特徴と，対戦相手に応じての戦法の変化を把握することにあ

る。

* 
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6人制パレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

ill. 本 言命

(1) バレーポール考案から東京オリンピ'"クまで

1895年，ウィリアム・ G・モルガン(米〉に依って考案されたノくレーボールが， 日本を始め

とする東洋では9人制として，欧米では6人制として普及したのであるが，この両者の戦法と

その発展過程を比較すると， 9人制が速攻を中心としたコンビネーションパレーボールとし

て，戦法的に技術的に高度な発展をとげたのに対して， 6人制は 3段戦法(遅攻〉を主体とし

た単調な力のパレーに終始し，殆んど変化のないことが，欧米のバレーボーノレ情況を視察した

(1961年〉松平(現日本パレーボール協会専務理事〉の報告によって，明らかにされている。

日本が当時既に考案していた戦法を挙げ、ると次の通りである。

(イ) Aクイッグ

考案された年代・チーム不詳。

この戦法は速攻の原型とも言えるものである。アタッカーがジャンプし，セッターからの直

上トスをネットの上空で待ち受けて打つものであり，滞空力とスウィングの速さを必要とし，

トッピングとも呼ばれた。

(ロ) 時間差攻撃

1949年，慶底義塾大学パレーボール部考案。

この戦法はAグイッグのトスミスからヒントを得たものであり， Aクイッグを図に，敵のブ

ロックを空振りさせ，ブロックのいない個所にトスを廻して攻撃するものである。

付平行トスの平行タッチ

1951年，慶鷹義塾大学バレーボール部考案。

この戦法はネットに平行に，直線的なトスを右サイドに送り攻撃するものであり，タッチ攻

撃が使用された。タッチは9人制の代表的な攻撃法であり， 6人制のプッシュに類似したもの

である。また直線的なトスを打つことは，創意がざん新で，当時のバレーボール界を驚嘆させ

た。モントリオールオリンピック準決勝の対韓国戦，決勝の対ソ連戦で，日本の女子チームが

多用した光攻撃，また現在多用されている平行プレイは，この戦法が原型である。

付空中バレーボール

1953年，慶慮義塾大学バレーボール部考案。

大型のオールラウンドプレイヤーを起用し，常にボールをネットの上空で扱い，ジャンプト

スとみせかけて直接に攻撃し，また攻撃するとみせかけて敵のブロックを引きつけてトスをサ

イドに流して攻撃するものである。この戦法を多用した塾のノミレーボール部は， 日本の 9人制
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6人制バレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

史上，最強最大のチームと言われた。

これらの高度な戦法の確立が，日本を 9人制から 6人制に踏切らせた最大の理由であったこ

とは否定し難い事実であり， 6人制のナショナノレチームに，これらの戦法の中から， Aグイッ

グ，時間差攻撃の導入に成功し，始めて出場した国際試合が東京オリンピックである。この試

合で日本が使用した速攻は，総攻撃率の10パーセント内外であったが，その成功率は 100ノミ一

セントを記録し，日本の武器は速攻であるとの自覚を抱かせたのである。従って 6人制バレー

ボールの戦法の発展的推移の始まりは東京オリンピッグであり，その要因は，速攻を導入した

日本チームの参加であると言えるのである。

(2) 東京オリンピック以後モントリオールオリンピックまで

東京オリンピックにおける輝かしい戦果によって，日本のバレーボールは注目の的となり，

特にその速攻を中心としたコンビネーションバレーは，世界のバレーボール界に一大旋風を巻

き起こした。ソ連，チェコを始めとする強豪チームは競って日本の速攻バレーを採り入れよう

とした。この傾向はその後メキシコオリンピック， ミュンヘンオリンピックと益々拡大し，ハ

レーポールの戦法の推移は日本を中心として展開されたのである。

このような状況のもとで，日本が従来の戦法をより複雑化せざるを得なかった要因は，第 1

には，速攻自体の持つブロックに対する弱点、と，第 2には東京オリンピックにおいて決議され

たブロッグに関するルールの改正にあると考えられる。
位)

速攻対ブロックの関係において，その成否を握る要素は，セッターのトスさばきとアタッカ

ーの動きを事前に予測することにある。従って単調なものほど予測し易い。単調な速攻で成果

を挙げて来た日本のパレーボールも，外国チームの研究が進むにつれて，ブロックの餌食とな

り，その威力は半減したのである。この対策として日本ぽ速攻の種類の増加を考えたのであ

り，更にこの傾向に拍車をかけたのが，前述のブロックルールの改正で与ある。

この改正は，ブロックの際のオーバーネットを可とし，大型チームにとっては有利に作用

し，小型チームにとっては極めて不利なものである。速攻はその性質上，ネット際でのプレイ

を余儀なくされる。速攻中心のコンビネーションバレーを展開する日本にとっては，死活に関

するルール改正である。単調な速攻は相手チームの高いブロックにさえぎられ，完全にシャッ

トアウトされるのである。この打開策として日本は新戦法の考案による戦法の複雑化と，チー

ムの大型化をはかったのである。

東京オリンピック以後，日本が考案した戦法を挙げると次の通りである o

(1) Bクイック

1966年，日本男子ナショナルチームの考案による。

この戦法はAクイックの変型であり，.Aクイックの直上トスに対して，ネットに平行に流れ
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6人制パレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

るトスを使用するものである。この考案により時間差攻撃がより複雑化された。

(ロ:) C， Dグイッグ

1967年，日本男子ナショナルチームの考案。別名を縦の速攻と言う。

サーブレシープがセッターに返球されない場合，セッターがネットを背にして前進して，直

線的なバッグトスをAクイックの位置に送って攻撃するものをC，同様に， Bクイッグの位置

で攻撃するものをDと言い，メキシコオリンピックに多用された。現在では主として縦の速攻

と呼ばれている。

付パックアタック

1967年，中央大学バレーボール部考案。

アタックライン後方からの攻撃は不可能であると思われていた，当時の常識を打ち破ったも

のであり， ワンマンエースをフルに活用するために使用された。日本のナショナルチームがこ

れを使用した国際試合は， 1977年のワールドカップからである。

付 1人時間差

1969年，日本体育大学パレーポール部考案。

時間差攻撃は複数で行うが，この戦法は図も攻撃もすべて単独で行うものであり，日本のナ

ショナルチームがこれを採り入れたのは1970年である。

体~ z攻撃

1970年，日本男子ナショナルチーム考案。

移動攻撃の一種であり，アタッカーの移動の軌跡がローマ字のZに似ていることから名づけ

られた。

これら各種の戦法の開発と，チームの大型化により，バレーボールの試合内容はより高度な

発展をみたのである。特に高い位置からのアタックとこれを阻む高いブロッグは，パレーボー
(2) 

ルのイメージを，従来のアタック対レシープの勝負から，アタッグ対ブロッグに変え，更に高
(2) 

さを競うスポーツとして認識させたのである。

Table 1は， ミュンヘンオリンピッグ男子決勝， 日本対東独戦の記録である。この両者のア
(1) 

タッグヴァリエーションは，記録が示すごとく対照的である。日本が速攻中心のコンビネーシ

ョンバレーを展開するのに対して，東独は遅攻中心の力のパレーであり，東京オリンピック以

後， ミュンへンオリンピックまでの代表的な速攻遅攻のチームと言える。速攻の多用化が進ん

でし、るとはいえ，当時はサーブレシープが成功した場合にのみ使用され，不成功の場合は二段

のオープン攻撃が多用された。速攻の種類も，日本がA，B，時間差， 1人時間差と多種に及

ぶのに対して，東独はAグイック，時間差を単発的に使用するのみであった。ただ僅かに，ソ

連チームが，日本の考案した新戦法を素早く消化し，多用しているのが注目された。
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6人制パレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

Table 1 MUNICH OL YMPIC (final) 

tea町1 competition 
serve attack block 

(male) result po凶 miss open% I quick 
point 

JAPAN 11 1 4 36 64 4 
(1 set) 

D.D.R. 15 。 2 75 25 6 

" 15 3 2 56 44 7 
(2 set) 

" 2 。 1 88 12 。
" 15 2 2 42 58 2 

" 
〈31s0et〉

1 2 85 15 2 

" 15 4 2 24 76 4 
(4 set) 

11 10 1 2 67 33 4 

set average 
間 ANI 39.5 I印 5

D. D. R. 1 78. 7 1 21. 3 

Table 2 はモントリオールオリンピック決勝リーグの記録である。これによると速攻使用
(3) 

率は Table1 より全般に高くなっており， ミュンへンオリンピックの日本の優勝に刺戟され

て，各チームが，遅攻から速攻中心のコンビネーションパレーチームへの転換を目指している

ことが感じられた。戦法的には日本と多少異り，エースに人材を欠く日本チームが，速攻を図

に他の速攻を使用するケースが多く見られたのに対して，殆んどのチームが速攻を聞にオープ

ン攻撃を決定打とする戦法が多用された。しかも使用する速攻は，これを考案した日本チーム

より，高さ，スピード，パワーに優るという皮肉な現象を見るに到ったのである。 この時点

で，東京オリンピック以来，世界のパレーボール界の中心的存在であった日本の男子バレー

Table 2 SET AVERAGE (MONTREAL OLYMPIC， 1976) 

serve attack 

+dC』.司~ 
serv(e goroedc〉elve serve recelve 

I苫D材gaOυ岡コ吉d【‘B 。ぃH 同コ
S Z官E ω い

(bad) 
team 

m E υ U ロm 96 苛S962Q29Eω6 吉吾962 Q言言% ω 君旦u96!atヨ5"百ぃ磁 s与oヲ6!a5a5 9旦ES6 -4 

-+0 ロp0J -4 4 ω ω E 

F彰

g E 

USSR 2.6 1.8 76 65 50 69 50 01 100 61 3.0 
土0.7 土O.7 土0.9 土O.

JAPAN 1.5 2. 7 70 60 68 69 32 45 01 100 49 1.5 2. 
土O.9 土1.0 土O.9 士O.

CUBA 1.6 1.6 75 60 44 57 。01 100 60 3.2 3. 
士0.4 土0.4 土O.7 ::1::0.7 

POLSKA 2.3 2.0 81 65 461 66 

通五
。01 100 56 4.0 3.0 

土O.6 土O 士0.4 土1.5

average 2.0 2.0 76 63 。01 100 57 2. 9 2. 7 
土0.3 士O.3 士0.4 士0.4



6人制バレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

はうその地位をはく脱されたのである。

女子の決勝リーグにおける速攻使用率は， 日本 75.2%，ハンガリー 8.3%，ソ連21.5%，韓
(2) 

国54.8%である。女子チームが速攻を使用したのはこの試合が最初である。これは女子の跳躍

能力からみて速攻は不可能であるとし寸従来の常識が，日本の女子チームによって打破された

ものである。特に準決勝対韓国戦，決勝対ソ連戦で多用された光攻撃は， 1951年，慶底義塾大

学バレーボール部の考案による，平行トスの平行タッチの変型であり，女子優勝の主因とみら

れる。速攻使用は，日本，韓国，ソ連チームを除いてはほとんど認められず，女子チームのほ

とんどは，ハンガリーチームに代表されるように遅攻が主体であった。

(3) モントリオールオリンピ'"ク以後現在まで

モントリオールオリンピックにおいて，再びブロックに関するルールの改正が行われた。こ

れはブロッグボールに限り， ワンタッチはノウカウントにするというルール改正である。

Table 3 はその翌年， 1977年，日本で、行われたルール改正後始めての国際試合の記録であ
(3) 

る。これをルール改正前の記録 Table2 (モントリオールオリンピッグ〉と比較すると，アタッ

ク部門で大きな変動が見受けられる。その第 1点は，サーブレシーブが成功した場合の速攻使

用率の平均が13%と大きく増加しており，特にソ連が前回の50%から76%と，大幅に使用率を

増加させ，これまで常に使用率第 1位であった日本を押えている。これは大型の優秀選手に恵

まれたソ連が，逸早く，この新ルールに適したチームづくりに成功したことを物語るものであ

る。第 2点は，サーブレシーブ不成功の場合，これまで使用されなかった速攻が，僅かではあ

るが使用されていることである。この原因は，ルール改正によって益々大型のブロック力が重

視され，サーブレシーブ不成功の場合，単調な 2段のオープン攻撃にはブロックが集中する傾

向が強まったため，これを避け，戦法の複雑化をはかったものである。この結果，考案以来あま

Table 3 SET AVERAGE (WORLD CUP， 1977 TOKYO) 
k 

serve attack 

3H3』 serv(egoroedc〉eIve serv(e bardec〉eIVe S ，C 

t回 m E 邑 E E 軍E 2 19EEE 36 里EZF6 主一E9L6 理ES9且E6 5 E9F6 由5S92E 6 君リEヲL6 EzE 9s E 6 EE 9F6 g5Z 92E 6 空z告o若d8 宮主5 理話

USSR I ~. 21 I ~. ~I 761 701 761 781 241 831 01 011001 481 I ~. ~I ， ~. 2 
|土0.61 ::1::0.9 土0.3 土0.8

J APAN I _j_~' ~I ，_~. 91 721 421 711 531 291 361 41 01 961 261 I ~. ~I I ~. ~ 
土0.6 土1.1 土1.41 ::1::0.9 

CUBA 1 I_~' ~I I~' ~I 541 471 431 381 571 591 21 251 981 391 I ~. ~I I I.2 
土O.2 土1.0 土O.9 士1.6

POLSKA I 2. ~I ， l. 91 671 431 691 441 311 671 31 01 971 361 ， 1. ~I ， ~. ~ 
士0.2 士O.7 ::1::0.31 ::1::0.4 
. 141 1. 51 671 511 651 531 351 611 21 61 981 371 3.31 5. 1 

average 土O.3 士0.4 土0.51 ::1::0.7 
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6人制パレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

り使用されなかったC，Dクイック，パックアタック等の戦法が再ひ、脚光を浴び、たのである。

戦法上，この試合3特に注目されたのは，国際試合初参加の中国チームによる C，Dクイッ

クである。従来の日本チームによる C，Dクイックは，ネットに対して，縦の線で行われてい

たが，この速攻はネットに平行にパックトスによる A，Bクイックを行うものであり，この戦

法の誕生により，従来左サイドに片寄っていた速攻プレイが，ネットの横幅をフルに活用して

行われるようになり，ブロックプレイもこの影響により高さのみでなく，読みの点も重要視さ

れるようになったのである。現在この中国考案による C，Dクイッグに対して，日本の考案に

よるものを縦の速攻と名づけ区別されている。中国の女子チームの活躍も注目された。国際試

合初参加にも拘わらず，常勝を誇っていた日本チームに土をつけ，大器の片りんを示したので

ある。このチームの戦法で、特に注目されたのは，セッターの攻撃参加である。セッターの攻撃

への参加は中国女子チームに限らず，男子ソ連，キューパチームにも見受けられた新らしい傾

向である。この傾向もブロックルール改正によるブロック力の強化，これに対応するための戦

法の複雑化の一端を示すものである。

Table 4は， 1978年，ローマで行われた世界選手権の記録である。従来の記録は決勝リー

グ，或いは上位チームの記録を主として収集したのであるが，この試合においては日本が決勝

リーグに進出出来なかったため，予選，準決勝リーグの記録を中心としたものである。

Table 3と比較すると，アタック部門のサーブレシーブ成功の場合の速攻使用率の平均は

2%高と，大差ないが，不成功の場合の速攻使用率が10%と高くなっており，特にソ連の使用

率21%は，如何にソ連チームがスピード攻撃を多用しているかを物語るものである。

この試合における戦法上の特徴としては，前年のワールドカップで，ソ連がAクイックで披

露した，高さとジャンプの滞空力を利用してインパクトのタイミングをずらす打法が，今回は

Table 4 SET AVERAGE (WORLD CHAMPIONSHIP， 1978 ROME) 

serve attack 

serve recelve serve arde〉celve 

4宮苫gOω口2吉2 匂E。H 悶叩

品。呂」 B ω E い

+ω E』q d (good) (b 
team 

E υ υ ロm M J5 U4 96盟6面2拓塁長 E04何理ω H 6b% L4 ぷEユ、9J6 BEロunMB吋h νH自k9F6S 8ロm9旦婦h 6 
a E2 ω ω 自 g Zυ υ F1U 3 g g 

USSR 1.6 1.6 72 69 69 72 31| 刊21 52 5.0 4.6 
土0'5 土O.6 :1:0. 6 :1:1.5 

JAPAN 
3. 2 2.1 74 61 70 61 301 59! 5 201 95 54 3. 2 4.1 

土0.5 :1:0. 5 土0.6 土O.6 

CUBA 
2.8 3.0 69 62 62 67 38 68 8 33 92 53 4.4 7.4 

:1:0.6 :1:0. 6 :1:0. 5 :1:0. 9 

POLSKA 
1.5 1.1 72 56 67 62 33 56 5 17 95 40 4.2 4.8 

:1:0.4 土0.3 土O.6 :1:0. 5 
2.4 2.1 72 62 67 66 33 63 10 33 90 50 4.0 5.2 average :1:0. 3 土O.2 土O.3 士0.4
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6人制パレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

Bクイックの横に流れるトスに応用され， AとBの選手が同時にジャンプし， BのトスをBの

選手が打つ直前に， Aの選手がこれをカットするという，高度なプレイに発展したのである。

またオープン攻撃のトスも従来の高く大きくサイドに流れるものから，直線的なものが多用さ

れ，内側の速攻を図に外側の速いオープン攻撃で決めるという，モントリオールオリンピック

において，日本の女子チームが多用した光攻撃が使用されたのである。またセッターの攻撃参

加は前年のワールドカップにおいて新傾向として注目されたが，今回はその傾向が一段と強ま

り，更に遅攻専門の選手が速攻に参加する等，オールラウンドプレイの必要性を感じさせた。

Table 5 SET A VERAGE (WORLD CUP， 1981) (male) 

serve attack 

宇Cωド司」4 serve rece1ve serve receIVe 

ω qωHo @ いω 〉ω U 戸4

(good) (bad) 

.ヨ古Sロ。0ロM司 ニ・巳ー制2 旬u ω E 。判
team 

2=mLuコ拓J! 必、-コoJ?ι6gQロmU出Qω0ぃ6 E 9o型J96S =mQU= ヲ材ω ω h 6 ぷ2Eσ96o2日Eo同E向hoEE4ヲh62Him E9E R M 6 
母。p..口J ぴ5日73 

車。υ 口mυ タ、oづぢ
日

USSR 1. 8i _ 2.7 67 28 451 72 50 
回 竹 士0.94) (士0.84)[(土1.23) 

JAPAN 
2.31 1. 7 781 711 82i 751 18 60 21 831 79 67 28.〉2 3 . 3  

〈土0.74)](土0.47) (土0.68)1(土1.42) 

CUBA 0.5! 1. 7 681 571 751 581 25 78 22 381 78 45 50.0〉 4.5 
(士0.22)i(士0.54) (土1.O)I(土0.95)

POLAND 1. 01 1. 7 781 671 821 691 18 57 5 1001 95 56 3.71 5.3 

BRAZIL 1.0 O. 7 82 55 77 60 23 65 22 50 78 7 5.0 3.0 

I~verage 1 刊列べ円引ベ 80
1 司

Table 6 SET AVERAGE (WORLD CUP， 1981) (female) 

serve attack 

4ω E』J 司

serve receIVe serve recel ve 

d苫IE5原ココ3 s 巳お坦ムt 
B RM s O P ω h 

(good) (bad) 
teaロ1

ω m 富υ υ ロ% 
MgC%F 3mE出喜品 E。4話 g 2ω ヲ2ぃ6 u 呈UM盟Eョω9詰ω相6 o民。5活国自己m弱詰ω M 

-+。ロH 。J吋 ω ω E 

タ彰

αω E 7 

JAPAN 
1.6 1.3 59 75 41 64 11 25 89 72 1.6 2.9 

士0.48 士0.39 土O.19 士0.53

CHINA 
1.3 1.2 83 72 17 40 13 35 87 48 3.8 2.9 

士0.30 士0.29 士0.39 :1:0.50 

USSR 
0.3 0.5 60 43 46 36 54 50 。01 100 28 1.3 4.5 

士0.27 土0.29 土0.59 土0.87

KOREA 
2.0 0.5 70 68 34 56 10 25 90 52 2.0 4.6 

士1.09 士0.34 :1:0. 63 土O.75 

CUBA 
1.7 3.0 68 751 82 84 18 71 6 33 94 55 1.6 5.0 

土0.23 土1.0 :1: 1. 25 :1: 1. 0 

USA 
77 62 73 27 67 97 38 3.0 6.8 

:1:0.55 土0.58 土0.89 土1.35 

I~verage 1 
68
1 69ド21 刊 71

23
1 

93
1 4:1 
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6人制バレーボーノレにおける戦法の発展過程とその要因について

これらの傾向は何れも，プロック技術の進歩〈高さと読み〉に対応するための手段であると考え

られる。

Table 5， 6， 7， 8は1981年日本で行われたワールドカップの記録である。 Table5のアタ

ック部門の速攻の使用率の平均を， Table 4と比較すると，大幅に増加していることが分る。

Table 6は女子の記録であるが，従来，男子に比較して速攻の使用率が低かった女子も，中

国，キューパと，男子の使用率に近つ守いていることを示している。特に Table7 の各セット

ごとの記録によると，中国対アメリカ戦の第 3，4， 5セット，中国対ソ連戦の第 3セット

に，中国チームがサーブレシーブ成功の場合， 100%速攻を使用していることは，世界ナンバ

-1の実力を示したものである。これらの傾向は各チームが戦法のスピード化に重点、を置いて

いることを示したものであると思われる。

Table 7 WORLD CUP RECORDS (1981 JAPAN) (female) 

serve attack 

… …|…e 

d苫担E回Eコ2 ーdお一E 2 
+ロ。E0日υJ12 ω s三A 

もωEJ E ω 詰h 

+qc』司~ 
+Cω E 可d 

(good) (bad) 
ω ω 己

-尋ロF0 0J ・44 ω ω E 

ぷ・2忌 38冨s思 E 甘4 2SZ BE 』2ELS8函 22 E 0J 5 E2 B E 

CHINA 13 3 。54 61 75 53 
ゴ24L|mip|13 

。同71 4 4 
(2 set) 

USA 15 1 3 69 73 76 68 100 2 11 

11 15 。 1 55 75 100 76 。。18 50 82 78 2 41 
(3 set) 

11 11 3 4 76 61 76 59 24 86 。01 100 44 2 8 

11 14 1 1 70 58 100 54 。。10 100 90 67 6 2 
(4 set) 

11 16 1 83 62 59 71 41 67 。01 100 20 6 3 

11 15 2 1 76 67 100 69 。 01 20 。80 75 3 
(5 set) 

11 6 。 1 76 54 74 65 26 50 。01 100 20 l 5 

KOREA 11 2 2 58 72 91 80 9 50 7 。63 69 2 5 
(1 set) 一

CUBA 15 2 2 69 74 68 94 32 63 。01 100 44 6 

11 7 2 1 61 50 82 43 18 67 。01 100 56 1 4 
(2 set) 

11 15 2 5 68 83 88 87 12 50 17 100 83 80 4 6 

1/ 15 6 。74 65 70 」ド;50 17 判竺 5 3 
(3 set) 

11 10 1 2 67 67 91 70 100 。0: 1001 40 。3 

CHINA 15 2 1 100 4円14H。。
(3 set) 一一一

USSR 。 。。50 33 。 1001 331 01 4 
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6人制パレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

Table 8 Attack Variations (except Open)， each Use rate， Success rate 
(WORLD CUP， 1981 JAPAN) 

m
 

a
 

e
 

USSR 

ω【吋己

jAPAN 

USSR 

CUBA 

POLAND 

JAPAN 

CUBA 

BRAZIL 

jAPAN 

CHINA 

ω-自
己
ぷ

CHINA 

U.S.A. 

KOREA 

CUBA 

result 

。
。

。
× 

。
× 

。
× 

。
× 

。
× 

× 5I42UlZ設l評議:l卦暗
殺l仕立lオ詐[引事|弘子l若
草断!卦出ト年lAl事件品目
若虐げトヰl品l尋問;li詐
il事隠lJl害時ltpl晶子[÷
詐百lal件降引思議I__;_I___;

l誌l蕊l託子[事lU詐lι:iJh;

× 

Table 9 SET AVERAGE (WORLD CHAMPIONSHIP， 1982 ARGENTINA) 

serve attack 

H ω F桝Sω6 詰B何b 

+df』.司~ 
ser(vge o recelve serve recel ve 

JE苫SE33 坦D i E 
+E cω 4 d 

od) (bad) 

自由υ ω ロ% 2 8mロ9seM 6 e 田E=闘υ= % ω ω 吋い ロ芭もu砲Os 9b 悶h 6 5m唱コ9旦h 同6 急ロ ttE a a 
盟S U 白E。刷タ。彰 J・0ロ0H 4 9・6 もロ。% M ロu Er 96 も国。%

ののg 

jAPAN 1. 89 1. 25 79.32 69.89 19.08 57.82 10.67 52. 75 3.10 〉(士04.4.77〉1 (士0.21)(土0.20)
80. 92i75. 78 

(士0.32

USSR 1.8〉3 〈土02.4.040〉67.00 81. 00 85. 83182. 83 14.17 62.50 14.83 41. 66185. 17 69.33 
3. 16 3.1〉6 

〈土0.31 (土O.71) (:f:0.41 

BRAZIL 
1. 83 3.83 

73.00 71. 00 84.16 75. 16 15.84 73.66 28.66 69.50 71. 34 49.66 3.83〉3 5.50 
(:f:0.70) 〈土0.55 (土0.3 (:f:0.99) 

CHINA 2.29〉1 (士0.13.48〉5 74.07 72.92 85.07 78. 14 14.93 65.71 22. 14 42.57 77.86 62.35 3.778 〉(±04.6.85〉5 (土O.1 〈士0.4
ARGEN- 1. 73 2.26 

69.97061 !66.23 75.00 67.92 25.00 66.11 22.07 42.53 77.93 60.61 
4.22〉3 5.563 〉

TINA (土0.18)〈土0.35) (:f:0.4 〈土0.4

KOREA 1.86〉3 1.08〉9 68. 90167. 63 67.45 75. 72 32.55 63.45 16.91 44.00 83.09 64.09 (士03.4.05〉9 
4.54 

(:f:0.2 (土0.2 (土0.51)
CANA- 1. 42 1.72〉1 72.07 64.35 73.07 66.35 26.93 69.64 26. 78 60. 14 73.22 51. 21 (土04.6.764〉〈土06.6.07〉7 DA C:f:0.34) 〈士0.3

D.D.R. 
1. 66 2.50 10.58 29. 16 

3.58 
(土0.51)(土0.38) 〈士0.66)

(土色157旦-26E68〕6 2 0 
MEXI- 3.26〉0 2.40 。。100.0146.20 3.20 
CO (土0.8 (土O.72) 80. 00i62. 80i76. 20169. 00i23. 8~i65. 40 (士0.48)(士

I~v叫e 176仰ゆ 14166.12116.96139仰吋 031
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6人制パレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

Table 8は，今回始めて記録の対象とした，各試合ごとの遅攻を除いた主な戦法の使用率

と成功率である。

Jaは時間差攻撃， Jbは 1人時間差，f-Iは平行， S.D.はセッターのダイレクト攻撃， Back 

はパックアタック， S.B.はサープブロックの略である。

この記録によると，男子チームと女子の中国チームが最も多用している戦法は平行であり，

Table 10 WORLD CHAMPIONSHIP RECORD (1982 ARGENTINA) 

serve attack 

“ “ 。ロ邑ロEυ = E ロ何
oω ZJ E O B S4 

+ω 』CJ 司
serv(e goroedc〉eIve serve ardec〉eIve 

宮JjgS Hロ出コJZ 、ぉg -O ムE 吋+E ω C司a 

(b 
ω ω E 

.+0 ロ，0.4 a 4 ω 日E3 

富ω B@ロBeH e 』SET 富@奇iii書ι 4E。富ω Z5 喜ロm ω ω 日0口n、o4 ぷ・υ Fロσ ・4 包

JAPAN 15 3 70 75 96 84 4 100 40 100 60 17 3 6 
(2 set) 

D.D.R. 11 1 1 70 68 57 69 43 83 22 50 78 43 2 7 

" 15 2 75 63 100 67 。。。01 100 50 3 1 
(3 set) 

" 3 。 2 62 32 69 44 31 50 33 。67 。。6 

CHINA 10 2 4 79 68 79 74 21 57 。01 100 57 1 3 

ARGEN- (1 set) 

TINA 
15 2 。74 75 80 75 20 80 43 33 57 100 9 6 

" 11 2 。59 56 100 65 。。10 01 90 44 4 6 
(2 set) 

" 15 2 61 73 88 73 12 50 56 60 44 75 5 2 

" 10 2 1 74 50 80 50 20 50 25 01 75 67 3 6 
(3 set) 

" 15 3 1 61 57 93 69 7 01 57 50 43 33 5 2 

JAPAN 7 2 。80 62 75 67 25 50 14 100 86 50 l 6 
(1 set) 

BRAZIL 15 6 78 89 96 85 4 100 17 100 83 100 6 4 

" 13 2 77 80 83 82 17 86 20 100 80 63 4 4 
(2 set) 

" 15 2 3 77 82 70 82 30 100 18 100 82 56 8 6 

" 11 3 1 55 62 88 67 12 50 22 01 78 71 3 3 
(3 set) 

" 15 5 3 75 72 96 83 4 100 20 100 80 。6 3 

USSR 15 2 4 63 85 82 83 18 100 27 100 73 75 2 3 

ARGEN-
( 1 set) 

TINA 7 2 4 77 68 79 69 21 86 12 100 88 43 2 9 

" 15 1 2 76 74 100 77 。01 40 100 60 33 4 3 

" 
〈21s0et〉

3 70 58 92 50 8 100 40 50 60 83 2 4 

" 15 1 2 69 72 80 69 20 100 22 50 78 71 3 5 

" 
(39 set〉 。 4 71 62 74 55 26 71 20 100 80 63 5 10 
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6人制バレーボーノレにおける戦法の発展過程とその要因について

この記録からも戦法のスピード化を重視していることが分る。ただし使用されている平行は，

従来のものと多少異なり， Bクイックと平行の中間をゆくものである。またこの試合で，バッ

クアタックを時間差攻撃の変型として使用している男子チームが多くみられた。

1Lable 9， 10， 11， 12， 13は， 1982年，アルゼンチンで行われた世界選手権の記録である。

この記録は予選，準決勝，決勝リーグと，日本チームを中心に収集したものであり，従ってゾ

ーンの異なるチームの記録は収集出来すや，またソ連，ブラジルの記録は決勝リーグのみであ

る。1Lable9によると，サーブレシープが成功した場合の速攻の使用率は，上位グループが下

位グループに比較して高率を示している。これはブロックプレイの進歩に従って速攻も単調な

ものから複雑なものへと変化しているが，持駒不足の下位グループはこれに対応出来すや，オー

プン攻撃に頼らざるを得ないことを示していると思われる。1Lable10は各セットの記録であ

るが，日本対東ドイツ戦の第 3セットに日本チームが，中国対アルゼンチン戦の第2セットに

Table 11 Attack Variations (except Open)， each Use rate， Success rate 

(WORLD CHAMPIONSHIP， 1982 ARGENTINA) 

tea立1

JAPAN 

MEXICO 

JAPAN 

ARGENTINA 

JAPAN 

CANADA 

JAPAN 

CHINA 

JAPAN 

KOREA 

JAPAN 

D. D.R. 

JAPAN 

ARGENTINA 

JAPAN 

BRAZIL 

USSR 

BRAZIL 

result 

。
× 

。
× 

× 

。
。
× 

。
× 

。
× 

× 

。
× 

。
。
× 

I A I B I C I D I J a I Jb I H I同一SωD.I Bacl叫叫a氏叫叫ベclはベkl王イIS.B 

卜鼠t詰t;h市l匹臨附軒訴釈抗li民:t恥;6;U[帥荒設松軒訓マtl[E(25￥i5子!;:l川占付牛iトEL4す[昧昔
[ι芸手lι話(針ι計lほ伝i託計上U山川川l白応昨t軒昨Fpl誤計[t語1若iトh川lほιl椛殺l凶止
詐船1置昨若ilι詐山怠船“1t宕叶i怠iト引川lY配官rト骨怯昔詐[告長出ltιt恕i!引l晴廿卜岩卦
l:やお[;長liiFliilヨ1SL官時
沿い!?同-12日::市fit-;l:
ii自殺枇ト[27p:-lc斗(設l認:1d
51alZ151事除(託(引ヰトオ
iiHi;11t航船忠告litz;
WFliUJ151斗1dliit語
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6人制パレーボーノレにおける戦法の発展過程とその要因について

中国チームが，またソ連対アルゼンチン戦第 2セットにソ連チームが，サーブレシープ成功の

場合， 100%速攻を使用している。これを Table7 に示された中国女子チームの例と併せ考

えると，現在，試合に勝つための絶対条件は，高さ，スピード，複雑さであることを示したも

のであると思われる。

Table 11， 12は，前年のワールドカップから新しく加えた， 遅攻を除く戦法の使用率と成

功率であり， Table 13は， Table 11， 12から算出したセット平均である。この記録の目的

は，第 1に各チームの対戦相手に応じての戦法の変化，第 2に，各チームの戦法の特徴をは握

するためのものであるが，第 1については，日本，アルゼンチンは，毎試合戦法上の変化は殆

んどみられず，それ以外のチームについては，対戦記録が少ないため検討出来なかった。今後

更に各チームの対戦記録を多く収集して検討したいと考えている。第 2については， Table 13 

の記録が示すごとく，各チームの特徴が明示されている。前年のワールドカップにおいては，

Table 12 Attack Variations (except Open)， each Use rate， Success rate 

(WORLD CHAMPIONSHIP， 1982 ARGENTINA) 

team resu1t 
1 A 1 B 1 c 1 D 1 Ja 1 Jb 1 H 1 S.D.I Ba作B

USSR 。
血6850 盟16891D(1K17446730) 〉3Aム 405 志〔98.97〕向 108 魁106.91-口I(!堕.4262〔里-3〕3 姐0439 L 

ARGENTINA × (67) 1(60) 1(63) 1(60) 1(67) 1(50) 1 (0) 1(50) 1(71) 1 (0) 

CHINA 。
笠131 • 9L0 血11(61148L0〉 夜1(785 0〕11ム5130 2I(E11 0U40 〉@11〔010 60〉笠両3.Z9L五Q23堕602 4 . 00 5(61堕370 ) 6 2 

CANADA × (73) 1(64) 1(63) 1(75) 1(70) 1 1(67) 1(67) 1(50) 

CHINA × 
1167. 39 ム由 22 26 1 3. O A 0 16. 3 由(711.0630〉 8. 7 (a6178〕1 0 11〔.O23 〉

16.71.32(647.〉401.3  
ARGENTINA 。

〈64〉 (100〉〈46〉 (100〉〈89〉(〈100〉 (550.〉1 

CHINA 。310里.L6ムI()堕99L2盤5.9上@皇1堕2L9.49435Q41旦.70L0g55p.9 7 
229@7.60  (1075.〉5ム(110.00〉(313.〉0 0 

D.D.R. × (67) 1(100) 1(50) 1 1(27) 1(100) 1(100) 1(100) 1 1(83) 

KOREA 。 51(683〕1101ム 20172@405.120((0211000080) 〉 0 
(1850〉7自ら~~ li~~:叩〉E皇2型5lg9zL1皇3型3Lg1e7L坦型0 〔56.70〉

D.D.R. × (79) 1(67) 1(44) 1(67) 1(64) 1(50) 1(50) 

ARGENTINA 。
g164g26由 g7旦.5 115. 1 CQl皇11位99 盤11(2813L33ムム白221星08孟08)一立11型9991Q20堕..89L2009LE〔02F1Z0..89 L 日〕

D.D.R. × 
5.7(1619.〉3ム

(73) 1(67) 1(83) 1(100) 1(83) 1(100) 1(100) 1(100) 

KOREA × 3.0 112.0 117.0 CQlI 2.0 114.0ム 2.0 I 0 盟520L00 一(375一09 〉一

ARGENTINA 。g百(9z五日J〉五(C日正6570)8〉ム〔(86120L90〉i(21P0L00) (2〔江724.〉)63Q(58∞39〉L 0 (50〉 〈31090〕 〉

CANADA × 
15.3@f1p64p.51-@E9E里;Ic壁21)47-16 E5E1.堕68之12.9ム笠(3520Z.4I3〉 i(001t.0.880〕旦〔5367)0 2 2 (754.〉07.4(1050.7〉ム

ARGENTINA 。
(33) 1(65) 1(56) 1 (0) 1(77) 1(86) 皇(01位080〕一

MEXICO × 12. 7 121. 1 @116. 7ム 0 7 . 0 0 4 2 Q 4型2L 0Q1(081型.640 〉L 
(67〉 (47〉 (64〉 1(850.〉70 〈67〉

ARGENTINA 。14. 3ム 4.311.400020.〉81.040〉
(60) 1(33) 1(38) 1 1(82) 1 1(50) 1(1 

単位はバーセント， ( )内は成功率
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Table 13 Attack Variations (except Open) each Use rate， Success rate 

(WORLD CHAMPIONSHIP. 1982 ARGENTINA) 
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ほとんどのチームが平行を多用したのに対して，今回の各上位チームが，自己の最も得意な速

攻と，時間差攻撃を併用している。時間差攻撃も従来のものより更に複雑化され， 2枚の図が

跳び，移動攻撃，その上に l人時間差を加えるという極めて高度なプレイが展開されている。

これは各チームがスピードを最優先する前年のワールドカップから，確実に 1枚すやつプロック

を減少させてゆく時間差攻撃の有利性を再確認し，自己の得意とするスピード攻撃に，時間差

攻撃の持つ確実性を加えることによって，強力なブロック陣に対応出来る独特な戦法を確立し

ていることを示したものである。

IV.総 括

以上の検討の結果， 6人制パレーボールの戦法は，三つの要因によって段階的に発展したも

のと思われる。

第 1の要因は，東京オリンピックへの日本チームの参加であり，これが遅攻に終始した 6人

制パレーボールに速攻を導入し，その戦法に発展的変化をもたらす契機となったのである。

第 2の要因は，速攻自体の持つブロックに対する弱点と，東京オリンピッグにおけるブロヅ
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6人制バレーボールにおける戦法の発展過程とその要因について

クルールの改正である。これらが相乗的に作用し戦法の発展を促進したものと思われる。ブロ

ックに対する弱点をカパーするために各種の新戦法が考案され，またブロックルールの改正に

より，バレーボールに高さが加えられ，高いブロックを避けるために速攻の種類を多くしたの

である。

第 3の要因は，モントリオールオリンピックにおける再度のブロックルールの改正である。

このノレール改正により，更にブロックプレイの強化がはかられ，その結果ブロック技術が一層

の向上をみたのである。このブロックに対応するために，戦法のよりスピード化，より複雑化

が要求され，その結果，現在の高さとスピードを持ち，複雑で高度な戦法の誕生をみたものと

思われる。戦法の発展的推移は今後も続くものと思われるが，高さ，スピードには限界があ

り，より複雑化を目指すものと思われる。従って，セッターの攻撃参加，遅攻のエースの速攻

への参加等に見られるごとく，今後益々，オールラウンドプレイヤーの育成が強く望まれるも

のと思われる。
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